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い
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
金
融
シ

ス
テ
ム
自
体
は
、
分
散
の
動
き
と
新
た
な

集
中
の
動
き
と
が
あ
り
、
ど
う
収
斂
す
る

か
見
通
せ
な
い
ほ
ど
、
変
革
の
時
期
に
差

し
か
か
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

講
演
会
に
は
、
約
40
名
が
参
加
し
、
会

場
は
ほ
ぼ
満
席
の
状
態
で
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
質
疑
応
答

が
あ
り
、
分
散
化
の
際
の
管
理

問
題
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ

て
銀
行
券
は
ど
う
な
る
か
な

ど
、
熱
心
な
質
問
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
は
、
懇
親
会

会
場
で
あ
る
新
橋
「
新
橋
亭
」

へ
移
動
。
新
橋
亭
は
、
昭
和
21

年
に
新
橋
で
創
業
し
た
北
京
料

理
の
お
店
で
、
総
調
理
長
の
田

中
喬
氏
は
旭
日
双
光
章
も
授
与

さ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
部
と
な
る
懇
親
会
は
、

こ
こ
新
橋
亭
３
階
フ
ロ
ア
の
円

卓
６
つ
を
使
っ
て
、
午
後
12
時

30
分
か
ら
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
靎
見
先
生
か
ら
挨

拶
が
あ
り
、
そ
の
後
、
加
藤
会

長
代
行
の
乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
会
員
の
石
山
秀
雄
さ

ん
か
ら
は
、
来
年
の
干
支
で
あ
る
ヘ
ビ
を

あ
し
ら
っ
た
、
か
わ
い
い
根
付
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
全
員
に
手
渡
さ
れ
る
と
い
う
サ
プ

ラ
イ
ズ
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
円
卓
で
は
、

ひ
さ
し
ぶ
り
の
再
会
に
会
話
に
花
が
咲
い

て
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
全
員
が
立
ち
上
が
っ
て
の
校

歌
斉
唱
、
続
く
花
澤
幹
事
長
の
挨
拶
で
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

経
済
学
部
同
窓
会
２
０
２
４
年
忘
年
の

集
い
が
、
12
月
７
日
（
土
）、
穏
や
か
な
晴

天
の
下
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
経
済
学
部
同
窓
会
と
靎
見
ゼ

ミ
Ｏ
Ｂ
会
の
共
同
開
催
と
な
り
、
第
一
部

と
し
て
、
靎
見
ゼ
ミ
発
足
50
周
年
記
念
の

靎
見
誠
良
名
誉
教
授
講
演
会
が
、
市
ケ
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
の
25

階
Ｂ
会
議
室
に
て
、
午
前
10
時
か
ら
催
さ

れ
ま
し
た
。

靎
見
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
る
、
つ
る
み
会

を
代
表
し
て
中
村
達
也
さ
ん
の
挨
拶
、
村

田
同
窓
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
靎
見
先
生

は
「
デ
ジ
タ
ル
化
と
金
融
シ
ス
テ
ム
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

靎
見
先
生
は
現
在
、
日
本
の
金
融
史
の

研
究
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

今
回
は
、
皆
さ
ん
が
関
心
を
お
持
ち
の
よ

う
だ
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て
急

速
に
変
化
す
る
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
課
題

に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
だ
現
在
で
は
、「
情

報
」
の
価
値
が
高
く
な
り
、
金
融
に
お
い

て
も
金
融
取
引
に
お
け
る
情
報
取
得
が
重

要
な
位
置
を
占
め
、
従
来
の
預
金
銀
行
シ

ス
テ
ム
の
盛
衰
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て

経
済
学
部
同
窓
会
忘
年
の
集
い
を

靎
見
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
会
と
の
共
同
で
開
催

石山秀雄さんからは
ヘビの根付が全員にプレゼント最後はやはり全員での校歌斉唱

ボアソナードタワーで行われた
靎見誠良名誉教授講演会の様子新橋亭の会場で挨拶される靎見先生



2第 93号2025年（令和７年）１月１日 法政大学経済学部同窓会報

法
政
大
学
経
済
学
部
長

竹

口

圭

輔

　
謹
ん
で
新
春
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
経
済
学
部
の
市
ヶ
谷
移
転
も

決
定
し
、
新
た
な
展
開
を
す
べ
く
、
移

転
後
を
見
据
え
様
々
な
検
討
を
始
め
た

一
年
で
し
た
。
中
長
期
的
視
野
を
持
ち

つ
つ
も
、
今
の
学
生
を
支
援
す
べ
く
、

引
き
続
き
魅
力
あ
る
教
育
を
提
供
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
よ
り
一
層
精
進
い
た
し
ま
す
の
で
、

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
新
し

い
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
で

あ
る
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
０
２
５
年
元
旦  

一
般
社
団
法
人
法
政
大
学
校
友
会
会
長

竹

中

宣

雄

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
経
済
学
部
同
窓
会
に
お
け
る
、
校
友

会
そ
し
て
学
部
同
窓
会
の
牽
引
役
と
し

て
の
ご
活
躍
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
ま

た
、
教
職
員
の
皆
様
に
は
、
日
本
の
未

来
を
支
え
る
教
育
・
研
究
活
動
へ
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
校
友
会
は
、
正
会
員
数
七
万
七
千
人

を
超
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
成
長
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
校
友
の
皆
様
の

交
流
や
福
祉
向
上
へ
貢
献
す
る
と
共
に
、

特
に
若
い
世
代
や
現
役
学
生
、
大
学
へ

の
支
援
に
力
を
入
れ
る
所
存
で
す
。
今

後
も
母
校
・
法
政
大
学
に
寄
与
し
続
け

る
存
在
と
し
て
、
共
に
発
展
し
て
参
り

ま
し
ょ
う
。

　
新
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
い
年
と

な
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
５
年
元
旦

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
長

村

田

紀

敏

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
た

な
気
持
ち
で
新
年
を
お
迎
え
の
事
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
世
界
情
勢
を
俯
瞰
し
ま
す
と
、

多
く
の
難
題
を
か
か
え
、
新
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、
上
に
立

つ
者
は
将
来
を
見
据
え
知
恵
の
発
揮
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
自

己
中
心
的
考
え
に
よ
っ
て
分
断
が
起
き
、

問
題
を
複
雑
化
さ
せ
、
解
決
が
遠
退
い

て
い
ま
す
。

　
国
際
関
係
が
重
要
な
時
代
に
、
法
政

大
学
で
は
新
総
長
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教

養
学
部
の
コ
ー
・
ダ
イ
ア
ナ
教
授
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
に
と
っ
て
大
き

な
刺
激
と
な
り
、
新
た
な
法
政
ブ
ラ
ン

ド
が
構
築
さ
れ
、
一
層
高
ま
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
経
友
会
も
、
新
総
長
を
応
援
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
元
旦

２
０
２
５
新
年
の
ご
挨
拶

経
済
学
部
同
窓
会
で
は
、
毎
年
経
済
学

部
の
学
生
を
対
象
と
し
た
、
サ
マ
ー
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
企
業
の
紹
介
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
、
受
入
れ

に
つ
い
て
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
企
業
に
つ

い
て
、
大
学
を
通
じ
て
学
生
に
紹
介
し
た

結
果
、
文
化
シ
ャ
ッ
タ
ー
株
式
会
社
、
上

川
郡
東
川
町
役
場
、
コ
マ
ニ
ー
株
式
会
社

及
び
株
式
会
社
ス
リ
ー
エ
ス
の
合
計
４

社
・
団
体
に
、
計
12
名
の
学
生
が
派
遣
さ

れ
、
10
〜
11
月
に
か
け
て
実
習
報
告
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

同
窓
会
を
代
表
し
て
、
私
、
髙
森
が

株
式
会
社
コ
マ
ニ
ー
の
実
習
報
告
会
を

聴
講
し
、
学
生
か
ら
の
報
告
及
び
そ
れ

に
基
づ
い
た
質
疑
応
答
等
、
学
生
の
関

心
の
高
さ
を
実
感
し
た
次
第
で
す
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
皆

様
と
ご
関
係
の
あ
る
企
業
・
団
体
を
引

続
き
ご
紹
介
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
実
績
の

あ
る
企
業
や
団
体
に
対
し
ま
し
て
は
、

事
務
局
よ
り
改
め
て
お
願
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
ご
紹
介
い
た
だ
け

る
場
合
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

事
務
局
長
　
髙
　
森
　
正
　
雄

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
　
　実
習
報
告
会
を
聴
講
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法
政
大
学
の
多
様
な
研
究
・
資
源
を
結

び
付
け
、発
信
す
る
目
的
で
、市
ケ
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
の
九
段
北
校
舎
に
拠
点
が
設
立
さ

れ
た
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
多

摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
・
サ
テ
ラ
イ
ト
多
摩
」
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
〝
記

憶
の
収
集
・
ア
ー
カ
イ
ブ
化
〞
と
し
て
、

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
と
近
隣
地
域
に
関
す
る

ス
ト
ー
リ
ー
を
、
大
学
・
近
隣
の
関
係
者

か
ら
収
集
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
近
隣
の
史

跡
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
貴
重
資
料
収
蔵
先

に
、
共
通
サ
イ
ン
（
標
識
）
を
設
置
し
て

案
内
す
る
と
と
も
に
、
サ
イ
ン
を
つ
な
い

で
巡
る
こ
と
が
で
き
る
ト
レ
イ
ル
の
設
定

な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に

は
、
経
済
学
部
同
窓
会
が
建
立
し
、
大
学

に
寄
贈
し
た
「
平
和
祈
念
碑
」
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
、
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
サ

テ
ラ
イ
ト
多
摩
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
、
12
月
15
日
（
日
）
12
時
30
分
か
ら

約
２
時
間
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
現
代
福

祉
学
部
棟
３
階
の
心
理
学
実
験
室
に
お
い

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
約
30
人
が
参
加

し
て
行
わ
れ
、
経
済
学
部
同
窓
会
か
ら
は
、

加
藤
会
長
代
行
を
は
じ
め
、
５
人
が
参
加

Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
サ
テ
ラ
イ
ト
多
摩
を
つ
く
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
経
済
学
部
同
窓
会
も
参
加

立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
見
学
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ご
報
告

会
長
代
行

加
藤  

毅

祈
念
碑
や
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究

所
に
関
す
る
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、
最
後

に
行
わ
れ
た
広
瀬
克
哉
総
長
の
挨
拶
で
も
、

平
和
祈
念
碑
の
物
理
的
価
値
を
超
え
た
継

承
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
平
和
祈
念
碑
建
立
の
熱

い
思
い
と
意
義
が
、
法
政
大
学
内
外
に
広

く
継
承
さ
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

で
す
。
現
在
は
、
自
校
史
教
育
の
中
に
国
際

平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
見
学
を
取
入
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

や
は
り
、
全
学
的
な
取
組
み
の
必
要
性

を
深
く
感
じ
る
と
と
と
も
に
、
今
回
、
Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
サ
テ
ラ
イ
ト
多
摩

構
想
の
中
に
平
和
祈
念
碑
も
入
る
と
の
こ
と

で
、
平
和

祈
念
碑
の

意
義
を
語

り
継
ぐ
活

動
が
、
全

学
的
に
広

が
れ
ば
と

い
う
思
い

を
強
く
し

ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

金
井
敦
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館

長
（
副
学
長
）
の
挨
拶
や
説
明
な
ど
の
後
、

参
加
者
は
意
見
を
付
箋
に
書
き
出
し
て
、

教
室
壁
面
に
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
マ
ッ
プ
と

年
表
に
貼
り
付
け
ま
す
。
そ
の
後
、
貼
り

出
さ
れ
た
付
箋
に
沿
い
、
意
見
を
述
べ
て

い
き
ま
し
た
。

経
済
学
部
同
窓
会
会
員
か
ら
は
、
平
和

平
和
祈
念
碑
の
意
義
を
ど
う
語
り
継
ぐ
か

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
際
文
化
学

部
の
髙
栁
俊
男
教
授
、
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
北
口
由
望
准
教
授
の
助
言
を
受

け
、
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
訪
問
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
約
１
２
０
０
㎡
も
の
常
設
展

示
ス
ペ
ー
ス
に
、
主
に
19
世
紀
か
ら
21
世
紀

の
現
在
に
至
る
、
平
和
に
関
す
る
問
題
が
提

起
さ
れ
、
学
外
か
ら
の
見
学
者
も
多
く
訪
れ

て
い
ま
す
。
見
学
後
は
、
立
命
館
史
資
料
セ

ン
タ
ー
オ
フ
ィ
ス
の
奈
良
英
久
担
当
課
長
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

立
命
館
は
、
戦
後
に
平
和
と
民
主
主
義
と

い
う
建
付
け
を
前
面
に
出
し
、
学
生
組
織
、

教
職
員
組
合
、生
協
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、

平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
設
立
を
提
起
し
た
そ
う

参加者は意見を書いた付箋を
マップと年表に貼り付けていく

最後に挨拶を
行う広瀬総長

貼り付けた付箋を基に
解説する加藤会長代行

インタビューに応じてくださる
奈良担当課長（写真右）



4第 93号2025年（令和７年）１月１日 法政大学経済学部同窓会報

私
は
、
学
生
会
会
長
の
岩
間
乃
々
花
で

す
。
こ
こ
で
は
、
学
生
会
が
主
催
し
た
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
か
ら
、「
ゼ
ミ
合
同
説

明
会
」
と
「
学
生
研
究
報
告
大
会
」
を
選

ん
で
、
ご
報
告
し
ま
す
。

ゼ
ミ
合
同
説
明
会
は
、
例
年
多
く
の
ゼ

ミ
が
参
加
し
て
お
り
、
特
に
１
年
生
に
と
っ

て
は
、
ゼ
ミ
選
び
の
大
切
な
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
、
準
備
に
は
、
学
生
会
主
任
の
酒
井

正
教
授
や
経
済
学
部
事
務
課
の
ご
協
力
が

不
可
欠
で
し
た
。
多
く
の
方
々
に
ご
支
援

い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
無
事
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ゼ
ミ
合
同
説
明

会
の
後
に
は
、
各
ゼ
ミ
が
開
催
す
る
「
ゼ

ミ
相
談
会
」
も
行
わ
れ
、
１
年
生
が
積
極

的
に
話
を
聞
き
に
行
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
１
年
生
の
皆
さ
ん
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
、
少
し
で
も
ゼ
ミ
選
び
へ
の
意

欲
を
高
め
て
く
れ
た
こ
と
が
、
私
た
ち
に

と
っ
て
何
よ
り
の
喜
び
で
す
。

次
に
、
学
生
研
究
報
告
大
会
に
つ
い
て

ご
報
告
し
ま
す
。
各
ゼ
ミ
が
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
研
究
を
発
表
し
、
ど

の
発
表
も
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

大
学
生
活
で
大
切
な
活
動
の
一
つ
で
あ
る

研
究
披
露
の
場
が
提
供
で
き
た
こ
と
を
、

心
か
ら
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
発
表
後
、

教
授
の
方
々
か
ら
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
け
る
機
会
も
あ
り
、
学
生
の
新
た
な

学
び
と
今
後
の
研
究
の
発
展
に
繋
が
る
、

貴
重
な
場
と
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

現
在
、
学
生
会
で
は
「
プ
レ
ゼ
ン
大
会
」

と
い
う
最
後
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
任
期
を
全
う
で

き
る
よ
う
、
最
後
ま
で
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

岩
いわ

間
ま

乃
の

々
の

花
か

経済学科３年
宮﨑　憲治ゼミ

多摩の息吹
「ゼミ合同説明会」と

「学生研究報告大会」について
ご報告します

多摩の息吹
「ゼミ合同説明会」と

「学生研究報告大会」について
ご報告します

「ゼミ合同説明会」と
「学生研究報告大会」について

ご報告します

結
果
の
発
表
が
行
わ
れ
、
日
本
語
部
門
の

優
勝
は
、「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現

状
分
析
と
可
能
性
〜
志
摩
ス
ペ
イ
ン
村
と

湯
涌
温
泉
の
事
例
比
較
か
ら
〜
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
馬
場
ゼ
ミ
観
光
班
、
英
語
部
門

の
優
勝
は
、「LGBTQ+ Education In 

Schools

」
を
テ
ー
マ
と
し
た
タ
ナ
カ
ゼ
ミ

Ａ
チ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。

審
査
結
果
発
表
の
後
、
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
同
窓
会
か
ら
は
、
決
勝
戦
に
参
加

し
た
日
本
語
部
門
６
チ
ー
ム
、
英
語
部

門
の
４
チ
ー
ム
す
べ
て
に
賞
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

表
彰
式
の
後
は
、
立
食
形
式
の
懇
親
会

が
開
催
さ
れ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大

会
の
緊
張
感
か
ら
解
放
さ
れ
た
学
生
た
ち

は
、
和
や
か
に
歓
談
を
楽
し
み
ま
し
た
。

12
月
14
日
（
土
）、
法
政
大
学
多
摩
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
、
午
後
２
時
30
分
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の
決
勝
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
日
本
語
部
門

と
英
語
部
門
で
の
発
表
形
式
に
な
り
、
今

回
も
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決
勝
戦
は
、

午
前
中
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
、
日
本
語

部
門
６
チ
ー
ム
、
英
語
部
門
４
チ
ー
ム
で
、

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
大
教
室
Ｂ
棟
Ｂ
３
０
１
教

室
で
の
日
本
語
部
門
、
経
済
学
部
Ｃ
棟

１
０
１
教
室
で
の
英
語
部
門
の
決
勝
戦
そ

れ
ぞ
れ
に
、
審
査
員
を
出
し
て
ほ
し
い
と

の
要
請
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
２
名
ず
つ

審
査
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

決
勝
戦
終
了
後
は
、
懇
親
会
が
行
わ
れ

る
総
合
棟
の
食
堂
に
会
場
を
移
し
、
審
査

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
決
勝
戦
が
昨
年
同
様

　
　
　
　
　
　
　
日
本
語
、
英
語
の
２
部
門
で
行
わ
れ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
決
勝
戦
が
昨
年
同
様

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
決
勝
戦
が
昨
年
同
様

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
決
勝
戦
が
昨
年
同
様

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
決
勝
戦
に
同
窓
会
か
ら
７
名
が
参
加

大
会
終
了
後
は
４
年
ぶ
り
の
懇
親
会
も
開
催
さ
れ
る

大教室Ｂ棟Ｂ301教室で行われた日本語部門決勝戦の様子

経済学部Ｃ棟101教室での英語部門決勝戦の様子

日本語部門で優勝した馬場ゼミ 観光班

英語部門で優勝したタナカゼミ Ａチーム
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川
南

卓
也
（
17
年
卒
）

　
　
岩
見
沢
市

47
歳

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
報
84
号
の
会
員
短
信
で
通
教
法

学
部
へ
の
入
学
を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、

現
在
も
在
学
中
で
す
。昨
年
の
夏
期
ス
ク
ー

リ
ン
グ
は
所
謂
オ
ン
ラ
イ
ン
（Zoom

）
形

式
を
初
受
講
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
対
策
で
定
着
し
ま
し
た
が
、
東
京
の
法

政
大
学
へ
直
接
行
か
ず
に
自
室
の
パ
ソ
コ

ン
を
駆
使
し
て
単
位
が
習
得
で
き
る
た
め
、

北
海
道
〜
東
京
の
移
動
費
と
１
週
間
の
滞

在
費
が
一
切
発
生
し
な
い
の
が
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
す
。

ま
た
、
前
号
の
会
員
短
信
に
て
ネ
ッ
ト

出
願
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
が
、
出
願
に

限
ら
ず
、
経
友
会
へ
の
支
援
活
動
（
寄
附
）

に
つ
き
ま
し
て
も
、
振
込
用
紙
の
準
備
や

記
入
が
不
要
で
郵
便
局
な
ど
金
融
機
関
へ

出
向
く
事
な
く
、
自
室
の
パ
ソ
コ
ン
ま
た

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
別
途
、
ト
ー
ク
ン

と
呼
ば
れ
る
ワ
ン
タ
イ
ム
パ
ス
ワ
ー
ド
生

成
機
器
や
認
証
ア
プ
リ
の
登
録
等
が
必
要

で
す
）
か
ら
い
つ
で
も
送
金
が
行
え
る
の

で
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

　
　

角
田
　
　
勇
（
64
年
卒
）

流
山
市

83
歳

千
葉
県
立
東
葛
飾
高
校
出
身
の
孫
と
そ

の
友
人
。
友
人
は
法
政
大
学
理
工
学
部
に

入
学
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
前
身
は
工
学

部
で
し
た
。
私
の
兄
は
こ
の
工
学
部
出
身

で
４
年
生
の
時
は
応
援
団
の
副
団
長
で
し

た
。
卒
業
し
入
社
し
た
会
社
が
リ
ッ
カ
ー

ミ
シ
ン
。
陸
上
で
は
前
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
10
名
の
選
手
が
出
場
。
野
球
も
強

く
亡
き
兄
は
リ
ッ
カ
ー
の
応
援
団
長
で
し

た
。
懐
か
し
い
。

　
　

川
上

良
一
（
92
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
谷
市

65
歳

昨
年
の
大
相
撲
は
、
若
い
学
士
力
士
が

躍
進
し
ま
し
た
。
法
政
大
学
学
位
授
与
式

の
日
に
千
秋
落（
マ
マ
）を
迎
え
た
春
場
所
、

日
本
大
学
出
身
の
尊
富
士
が
、
大
正
３
年

の
兩
國
以
来
１
１
０
年
ぶ
り
に
、
新
入
幕

優
勝
を
果
た
し
た
か
と
思
え
ば
、
続
く
５

月
の
夏
場
所
に
は
、
日
本
体
育
大
学
出
身

大
の
里
が
、
初
土
俵
か
ら
の
最
短
優
勝
記

録
を
立
て
ま
し
た
。
写
真
は
両
場
所
の
間
、

４
月
15
日
の
靖
國
神
社
奉
納
大
相
撲
で
す
。

法
政
大
学
大
内
山
校
舎
を
背
景
に
、
右
の

若
元
春
を
押
し
出
す
後
ろ
姿
の
阿
炎
は
、

越
谷
市
の
郷
土
力
士
で
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
言
語
は
論
理
の

対
立
構
造
で
は
な
く
、
基
本
構
造
で
す
。

論
理
は
言
語
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
ま
す
。

語
法
に
厳
格
で
な
い
厳
格
な
論
理
、
と
い

う
も
の
は
、
オ
ク
ス
ィ
モ
ロ
ン
で
し
ょ
う

か
。
日
高
先
生
が
共
著
の
一
員
と
し
て
経

済
学
分
野
を
担
当
し
た
『
短
文
・
小
論
文

の
書
き
方
』（
有
斐
閣
新
書
、
昭
和
53
年
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
先
生
は
、「
用
語
は
、

そ
の
概
念
規
定
を
十
分
考
え
な
が
ら
用
い

て
ほ
し
い
」
と
、
読
者
を
諭
し
て
い
ま
す
。

「
概
念
規
定
」
は
、「
語
法
」
の
概
念
に
包

摂
さ
れ
る
の
で
、
論
理
的
に
考
え
ま
す
と
、

先
生
は
「
語
法
」
に
言
及
し
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
片
言
折
獄
、
先
生
が
使
用

し
た
語
彙
に
拘
泥
す
る
の
は
、
教
条
主
義

的
な
印
象
を
受
け
ま
す
。

通
信
教
育
の
過
程
で
学
ん
だ
私
に
と
っ

て
、
卒
論
面
接
が
先
生
と
の
一
期
一
会
で

し
た
。『
１
０
０
周
年
記
念
誌
』
に
述
べ

た
通
り
、
私
の
『
価
値
形
態
論
』
は
高
く

評
価
さ
れ
た
た
め
、
先
生
か
ら
論
理
の
面

で
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ
て
い
た
だ
く
機
会
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
チ
コ
ち
ゃ
ん
ふ
う

に
表
現
す
る
と
、
私
は
「
つ
ま
ん
ね
え
ヤ

ツ
」
だ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
も
、
先

生
が
表
情
を
輝
か
せ
る
場
面
が
あ
り
ま
し

た
。
宇
野
学
派
は
、
価
値
形
態
論
の
名
で

交
換
過
程
論
を
説
い
た
の
だ
と
い
う
、
佐

藤
金
三
郎
氏
の
説
を
私
が
語
っ
た
と
き
で

す
。
ま
さ
に
概
念
規
定
で
す
。
人
物
評
は
、

一
般
化
し
得
る
性
質
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
　
　

会員
短信

全国の会員から事務局に寄せられたお便りを
紹介します

（　）は西暦年です

  

北
海
道
か
ら

  

千
葉
か
ら

  

埼
玉
か
ら

  

６
面
へ
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佐
藤
　
　
博
（
玄
祥
）（
55
年
卒
）

中
野
区

94
歳

学
制
も
全
部
旧
制
で
卒
業
、
薬
剤
師
で

法
政
大
学
経
済
学
部
商
業
学
科
３
年
（
夜

間
）
に
編
入
、
働
き
な
が
ら
勉
学
に
励
む
。

昭
和
６
年
１
月
生
れ
の
巡
り
合
わ
せ
が
幸

い
し
、
薬
剤
師
（
星
薬
専
）・
商
（
薬
）
学

士
法
政
大
（
二
部
）
を
取
得
。
そ
の
後
の

活
動
に
最
大
の
プ
ラ
ス
の
資
格
で
あ
っ
た
。

法
政
時
代
の
同
級
生
は
２
年
間
の
交
流

で
あ
っ
た
が
、
皆
働
き
な
が
ら
の
夜
学
生

で
真
面
目
な
学
生
仲
間
で
あ
っ
た
。
皆
名

代
で
あ
る
。
中
々
会
え
な
い
の
が
淋
し
い
。

胡
口

靖
夫
（
69
年
卒
）

渋
谷
区

83
歳

本
誌
第
91
号
の
「
秋
田
か
ら
」
に
書
か

れ
た
小
松
孝
二
氏
の
文
章
を
興
味
深
く
拝

読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
近
年
は（
母

校
が
）
学
業
も
ス
ポ
ー
ツ
も
不
振
の
状
況

と
見
ら
れ
ま
す
」
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は

同
感
で
す
。
そ
れ
に
も
増
し
て
意
を
強
く

し
た
の
は
「
加
え
て
教
員
等
の
メ
デ
ィ
ア

で
の
活
躍
も
以
前
よ
り
少
な
い
傾
向
に
あ

る
と
感
じ
ら
れ
ま
す
」
で
す
。

往
時
は
、
文
学
部
に
は
小
田
切
秀
雄
教

授
、
経
済
学
部
に
は
日
高
普
教
授
・
藤
田

省
三
教
授
、
社
会
学
部
に
は
北
川
隆
吉
教

授
・
芝
田
進
午
教
授
な
ど
錚
々
た
る
論
客

が
「
論
壇
」
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
し

て
い
ま
し
た
。

中
で
も
我
が
師
日
高
教
授
は
、『
毎
日
新

聞
』
の
書
評
委
員
を
40
歳
か
ら
75
歳
ま
で

35
年
間
勤
め
、
一
度
は
辞
め
た
い
と
申
し

出
ま
し
た
が
、
慰
留
さ
れ
た
と
い
う
。
国

内
紙
で
は
最
長
記
録
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
る
に
現
今
で
は
、「
論
壇
」
は
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
一
般
の
新
聞
記
事
の
中
で

も
寄
稿
者
あ
る
い
は
当
該
記
事
に
コ
メ
ン

ト
を
求
め
ら
れ
る
有
識
者
の
中
に
母
校
の

教
員
を
み
る
こ
と
は
、
管
見
の
限
り
ほ
と

ん
ど
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
全
15
学
部
あ
る

総
合
大
学
と
し
て
誠
に
嘆
か
わ
し
き
限
り

で
す
。
逆
説
的
で
す
が
、
こ
れ
で
よ
く
志

願
者
が
９
万
人
も
集
ま
る
も
の
だ
と
感
心

し
ま
す
。

﹇
追
記
﹈
本
稿
脱
稿
後
、『
朝
日
新
聞
』

２
０
２
４
年
７
月
20
日
付
の
「
読
書
」
面

で
「
時
空
と
空
想
の
広
が
り
を
―
書
評
委

員
19
人
の
『
夏
に
読
み
た
い
３
点
』
―
」

の
記
事
内
で
、
本
学
経
済
学
部
教
授
・
酒

井
正
氏
が
健
筆
を
ふ
る
わ
れ
て
い
る
の
を

拝
見
し
、
少
し
溜
飲
が
下
が
り
ま
し
た
。

ま
た
同
紙
同
年
７
月
27
日
付
の
「
読
書
」

面
の
「
著
者
に
会
い
た
い
」
シ
リ
ー
ズ
に
、

本
学
法
学
部
教
授
・
杉
田
敦
氏
が
登
場
し

た
こ
と
も
紹
介
し
て
お
き
た
い
。〝
わ
が
法

政
〞
は
こ
う
で
な
く
て
は
‼

古
谷

公
利
（
60
年
卒
）

　
　
　
平
塚
市

86
歳

60
歳
代
か
ら
音
楽
を
習
い
始
め
創
作（
作

詞
、
他
）
を
試
み
ま
し
た
。
手
前
味
噌
で

お
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
ハ
ミ
ン
グ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

  
東
京
か
ら

  

神
奈
川
か
ら

経
友
会
の
日
帰
り
小
旅
行
を
兼
ね
た
、

桜
を
観
る
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

場
所
は
、
千
葉
県
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、

チ
ー
バ
く
ん
の
首
の
部
分
に
あ
た
る
、

千
葉
市
に
あ
る
昭
和
の
森
で
す
。
６
０
０

本
の
桜
が
、
園
内
の
お
花
見
広
場
で
皆

様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、

昭
和
の
森
に
隣
接
す
る
写
実
画
専
門
の

ホ
キ
美
術
館
で
、
作
品
群
を
堪
能
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
昼
食
は
館
内
の
レ
ス

ト
ラ
ン
「
は
な
う
」
を
予
定
。

■
開
催
日
：
２
０
２
５
年
３
月
29
日（
土
）

■
集
合
場
所
・
時
間
：
Ｊ
Ｒ
外
房
線
土

気
駅
改
札
を
出
た
と
こ
ろ
に
10
時
15
分

■
参
加
費
：
７
、
０
０
０
円
程
度
を
予
定

　
＊
美
術
館
入
場
割
引
申
請
の
た
め
、
満

65
歳
以
上
の
方
は
年
齢
証
明
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

■
締

切
：
２
０
２
５
年
２
月
28
日（
金
）

■
申
込
先
：
経
済
学
部
同
窓
会
事
務
局
　

下
浦
・
進
藤

　
電
話
・Ｆ
Ａ
Ｘ

　
０
４
２

－

７
８
３

－

２
５
５
０

　（
電
話
で
の
対
応
は
、
火
・
金
曜
日
の

９
：
30
〜
15
：
30
で
す
）

「
桜
を
観
る
会
」

　
　
　小
旅
行
の
お
知
ら
せ
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2025 年 謹賀新年
法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
41
年
経
済
学
部
卒

会

　
　長

村

田

紀

敏

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

一
九
六
〇
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
上
杉
ゼ
ミ
）

会
長
代
行

加

藤

　
　
　毅

〒

東
京
都
板
橋
区
高
島
平
五
｜
三
一
｜
一
二

電

話

〇
三
（
三
九
三
〇
）八
六
六
五

175-
0082

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

愛
花
創
業
㈱
代
表
取
締
役

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
46
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

幹
事
長

総
務
部
会
長

花

澤

良

三

〒

千
葉
県
市
原
市
ち
は
ら
台
東
二
｜
一
一
｜
一
三

電

話

〇
四
三
六
（
三
六
）一
一
六
〇

290-
0141

法
政
大
学
経
済
学
部

　
　
　
　教
授
会
執
行
部
一
同

経
済
学
部
長

竹

口

圭

輔

教
授
会
主
任

武

田

浩

一

教
授
会
主
任

芝

田

幸
一
郎

教
授
会
副
主
任

酒

井

　
　
　正

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
45
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
（
渡
邉
佐
平
ゼ
ミ
）

事
務
局
長

髙

森

正

雄

〒

東
京
都
日
野
市
新
町
一
｜
八
｜
一
九

191-
0002

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

副
会
長

佐
々
木

範

光

〒

埼
玉
県
所
沢
市
北
岩
岡
一
｜
一
七

電

話

〇
四
（
二
九
四
二
）七
八
〇
六

359-
0007

村
串
仁
三
郎
法
政
大
学
名
誉
教
授

著

「
現
代
日
本
の
国
立
公
園
制
度
の
研
究
」

｜
国
立
公
園
は
自
然
保
護
の
砦
か
｜

（
時
潮
社
、
六
〇
〇
〇
円
）

著
者
は
一
九
六
九
年
法
政
大
学
大
学
院
（
博
）
単
位
取
得

博
士
（
経
済
学
）

経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長
・
Ｈ
Ｐ
副
部
会
長

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

副
会
長

菅
　
野
　
里
　
見

〒

東
京
都
八
王
子
市
北
野
台
三
｜
四
六
｜
一
一

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
（
六
三
七
）二
五
三
五

192-
0913

一
九
六
五
年
経
済
学
部
卒
（
高
橋
誠
ゼ
ミ
）

〒

東
京
都
大
田
区
東
雪
谷
三
｜
一
六
｜
八

　
　
　

電
話

〇
八
〇（
五
八
七
八
）
七
一
一
一

145-
0065

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

小

倉

　
　
　尚

副
会
長

広
報
部
会

昭
和
45
年
経
済
学
部
卒

代
表
取
締
役

会

　
　長

潮

崎

敏

彦

経
済
学
部
同
窓
会
副
会
長

文
化
シ
ヤ
ッ
タ
ー
株
式
会
社

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
32
年
経
済
学
部
卒

副
会
長

森

　
　
　昭

七

〒

東
京
都
板
橋
区
仲
町
一
八
｜
五

電

話

〇
九
〇（
四
〇
五
一
）七
九
七
四

173-
0022

平
塚
市
旭
北
地
区
体
育
振
興
会
顧
問

法
政
湘
南
ト
ポ
リ
ン
コ
ー
ル
主
宰

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
35
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

副
会
長

古

谷

公

利

〒

神
奈
川
県
平
塚
市
徳
延
四
三
二
｜
二

電

話

〇
四
六
三
（
三
二
）〇
四
四
七

254-
0902

〒

杉
並
区
浜
田
山
四
｜
一
六
｜
四

セ
ン
ト
マ
ー
ク
ス
浜
田
山
一
一
六

168-
0065

コ
マ
ニ
ー
株
式
会
社

会

　
　長

塚

本

幹

雄

昭
和
48
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
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本年もよろしくお願い 申し上げます
会報では広告を募集しています。あいさつ広告と企業広告
があります。お申込みは事務局へ。広告の掲載料金は
同窓会活動に大いに役立っております。幅広い会員各位の
ご協力をお願いいたします。

〒

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区
小
向
西
町
四
｜
六
五

電   

話
　
〇
四
四
（
五
一
一
）〇
五
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
四
（
五
五
五
）一
二
八
七

212-
0004

高
橋
建
設
興
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長

高
　
橋
　
久
　
之

昭
和
35
年
経
商
卒

１
９
７
２
年
経
済
学
部
卒

〒

千
葉
県
市
川
市
南
八
幡
三
｜
七
｜
三

272-
0023

渡
邉
佐
平
ゼ
ミ
同
窓
会
幹
事

池
　
田
　
　
　
亘

公
認
会
計
士
法
友
会

昭
和
52
年
経
済
学
部
卒

会

　
　長

太

田

荘

一

〒

東
京
都
新
宿
区
北
新
宿
四
｜
一
九
｜
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（正
和
ハ
イ
ツ
）

電

話

〇
八
〇（
七
〇
〇
九
）二
六
九
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　飯
塚
昇

169-
0074

経
済
学
部
二
部
会
計
学
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会

昭
和
43
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

公
認
会
計
士

税
理
士

桑

原

正

信

〒

茨
城
県
古
河
市
古
河
五
四
四
｜
一
四
七

306-
0016

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
42
年
経
済
学
部
卒

会

田

久
仁
夫

財
政
部
会
長

株
式
会
社

榎
本
興
産
代
表
取
締
役

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
40
年
経
済
学
部
卒

財
政
部
会

副
部
会
長

榎

本

勝

治

〒

東
京
都
武
蔵
野
市
関
前
三
｜
四
｜
十
一

電

話

〇
四
二
二
（
五
二
）
七
一
七
二

180-
0014

昭
和
45
年
経
済
学
部
卒

〒

東
京
都
武
蔵
野
市
御
殿
山
二
｜
二
〇
｜
五

電   

話

〇
八
〇（
二
〇
〇
六
）
八
七
八
七

188-
0005

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

会

長

三
和
建
装
株
式
会
社

元   

角   

昌   

三

新
宿
区
西
新
宿
六
丁
目
一
二
番
四
号
（
６
Ｆ
）

電   

話
　
〇
三
（
六
二
五
八
）〇
六
三
四

司
法
書
士
法
人
リ
ー
ガ
ル
エ
ス
コ
ー
ト

行
政
書
士
法
人
リ
ー
ガ
ル
エ
ス
コ
ー
ト

司
法
書
士
・
行
政
書
士

（
１
９
８
８
年
卒
業
）

金
久
保
　
　
健

法
友
体
育
会
顧
問

法
友
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
名
誉
会
長

昭
和
38
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

川

﨑

保

之

〒

東
京
都
府
中
市
四
谷
三
｜
六
四
｜
二
四

電

話

〇
九
〇（
二
六
四
八
）六
三
〇
一

183-
0035

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
外
留
学
生
安
全
対
策
協
議
会
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
Ｓ

一
九
七
二
年
経
済
学
部
卒

〒

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
｜
十
二
｜
十
五

日
本
薬
学
会
　
長
井
記
念
館
ビ
ル
一
階

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
（
六
四
一
八
）〇
七
一
七
・
〇
七
一
六

E-m
ail:kikeno@

jcos.org

150-
0002 理

事
長

池
　
野
　
健
　
一

一般社団法人

会　長　竹中　宣雄
副会長　田﨑　　稔
　　　　三井　和夫
　　　　石渡　洋行
　　　　池谷　文雄
　　　　

監　事　発地　敏彦
　　　　飯塚　　昇
　　　　高須　順一　　　　
　　　　田中　修司
　　　　坂本　考史

大森　廣行
中村寿美子
岡本　司
田中　利幸

終身会員募集中！（終身会費 30,000 円）
法政大学校友会

〒102-0073 東京都千代田区九段北 3－2－3 九段校舎 4 階
TEL 03－3264－1831　FAX 03－3264－4770
E-mail ： jimukyoku@hoseinet.or.jp

事務局

有
限
会
社
　
エ
ス
ケ
ー（
江
戸
川
南
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
日
本
間
質
性
膀
胱
炎
患
者
情
報
交
換
セ
ン
タ
ー
理
事
長

昭
和
38
年
経
済
学
部
卒
（
山
本
ゼ
ミ
）

関

　
　
　善

明

〒

東
京
都
江
戸
川
区
南
葛
西

　
　
　
　六
｜
十
五
｜
十
四
｜
五
〇
一

電

話

〇
三
（
五
六
九
六
）
三
五
五
三

134-
0085
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本年もよろしくお願い

昭
和
34
年
経
済
学
部
卒

文
京
法
友
会

相
談
役

高

橋

将

昭

昭
和
26
年
経
済
卒

二
度
栗
山
興
業
株
式
会
社

取
締
役
会
長

宮

内

良

雄

昭
和
36
年
経
済
学
部
商
業
学
科
卒

〒

北
海
道
枝
幸
郡
枝
幸
町
歌
登
南
町
三
八
〇
｜
四

　
　
　

電   
話

〇
一
六
三
（
六
八
）
二
八
三
六

098-
5204

南
宗
谷
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

顧

　
　問

深

井

信

朗

昭
和
33
年
経
済
学
部
卒

〒

千
葉
県
千
葉
市
美
浜
区
幕
張
西

　
　
　
　
　  

三
ー
六
｜
七
｜
一
〇
六

電   

話

〇
四
三（
二
七
二
）四
五
三
六

233-
0016

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

顧      

問

山   
川   
次   

郎

株
式
会
社
加
賀
ラ
イ
ズ

　
Ｉ
Ｔ
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
35
年

一
九
六
七
年
卒
（
上
杉

捨
彦
ゼ
ミ
）

代
表
取
締
役

髙

根

典

文

〒

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
六
｜
十
五
｜
十
一

日
東
ビ
ル

江
東
法
友
会
名
誉
会
長

101-
0021

株
式
会
社

ア
ウ
ィ
ン

横
浜
市
戸
塚
区
戸
塚
町
一
二
〇
番
地

電
話
（
〇
四
五
）
八
六
一

－

五
七
四
一（
代
表
）

田
島
榮
二
郎

代
表
取
締
役

昭
和
37
年
経
済
学
部
卒

１
９
７
１
年
経
済
学
部
卒

〒

千
葉
県
千
葉
市
緑
区
大
木
戸
町
九
三
｜
六
九

　
　
　

電   

話
　
〇
四
三
（
二
九
四
）
五
〇
八
八

267-
0057

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

監
査
役

田
　
口
　
雅
　
美

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

監
査
役

原

木

正

司

〒

神
奈
川
県
横
浜
市
都
筑
区
東
山
田
町
一
三
〇
四

224-
0024

昭
和
46
年
経
済
学
部
卒

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会

昭
和
33
年
経
済
学
部
卒

顧
　
　
問

上
　
城
　
　
　
功

〒

東
京
都
八
王
子
市
松
木
五
五
｜
八

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二（
六
七
〇
）〇
六
九
六

192-
0362

法
政
大
学
経
済
学
部
同
窓
会
顧
問

法
政
大
学
東
京
都
校
友
会
渋
谷
支
部
顧
問

昭
和
42
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

惠

良

郁

文

〒

東
京
都
渋
谷
区
本
町
四
｜
四
八
｜
五

電
話

〇
三
（
三
三
七
五
）二
二
二
一

151-
0071

法
政
大
学
校
友
会

落
語
研
究
会
Ｏ
Ｂ
会道

　
城
　
猛
　
史

〒

東
京
都
武
蔵
村
山
市
大
南
一
｜
一
五
三
｜
七

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
四
二
（
五
六
二
）
八
〇
六
七

208-
0013

昭
和
38
年
経
済
学
部
経
済
学
科
卒

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
長
寿
会
員
は
、
同
窓
会
費
を
直
近
で
連
続
３
年

以
上
納
入
さ
れ
、
今
年
は
１
９
６
６
年
卒
業
の
会

員
、
通
教
卒
業
生
の
場
合
は
実
年
齢
で
80
歳
に
な

ら
れ
た
会
員
の
方
々
で
す
（
敬
称
略
）

ご
長
寿

荒

殿

孝

洋

市

川　
　
　

宏

一
ノ
関

史

郎

宇

戸

勝

男

岡

本

年

男

菊

池

洋

三

草

間

福

治

倉

澤　
　
　

学

小

堀

雄

哉

酒

井

邦

夫

桜

井

勝

郎

佐
々
木

雅

弘

白

石

英

夫

関

口

孝

雄

髙

橋

真

実

長

野

隆

一

中

村

正

鵄

土

師　
　
　

猛

畠

山

嘉

之

馬

鳥

明

成

花

村

一

夫

早

川

征
一
郎

原　
　
　

国

男

干

川

隆

一

細

野

輝

夫

堀　
　
　

サ
チ
子

松

浦

岑

雄

松

香

誠

祐

宮

岡

信

夫

三

好

由
美
雄

村

田

紀

敏

吉

原

英

夫
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【
新
入
会
員
】

２
０
２
４
年
９
月
〜

（ ）
は
西
暦
卒
年

　
　
﹇

﹈
は
紹
介
者

敬
称
略

鈴

木

啓

史
（
24
）

鈴

木

修

夢
（
08
）

鈴

木

裕

二
（
74
）

【
一
般
活
動
支
援
金
寄
付
】

２
０
２
４
年
８
月
〜

１
口

千
円

（ ）
は
西
暦
卒
年

敬
称
略

会

田

久
仁
夫

10
口
（
67
）

髙

森

正

雄

10
口
（
70
）

徳

田

訓

康

２
口
（
62
）

川

南

卓

也

１
口
（
17
）

浦

野
五
左
衛
門

７
口
（
61
）

萱

野

健

次

10
口
（
60
）

鈴

木

惠

子

10
口
（
12
）

角

田　
　
　

勇

２
口
（
64
）

【
学
生
支
援
金
寄
付
】

２
０
２
４
年
８
月
〜
12
月
10
日

１
口

千
円

（ ）
は
西
暦
卒
年

敬
称
略

椎

名

鐵

雄

５
口
（
60
）

山

水

克

美

10
口
（
67
）

千

葉

三

郎

５
口
（
71
）

卯

野

修

三

３
口
（
81
）

榎

本

勝

治

３
口
（
65
）

村

木　
　
　

茂

５
口
（
69
）

西

岡

正

道

１
口
（
70
）

北

田

義

徳

10
口
（
76
）

片

倉

昭

雄

50
口
（
62
）

志

田　
　
　

渉

10
口
（
88
）

坂

本

保

雄

３
口
（
62
）

髙

森

正

雄

10
口
（
70
）

中

村

隆

輔

10
口
（
65
）

菅

井

弘

明

10
口
（
65
）

深

井

信

朗

10
口
（
61
）

森　
　
　

昭

七

10
口
（
57
）

加

藤　
　
　

毅

10
口
（
60
）

佐

竹　
　
　

敬

２
口
（
57
）

馬

鳥

明

成

10
口
（
66
）

谷

内

利

行

10
口
（
57
）

東　
　
　

利
一
郎

10
口
（
69
）

元

原

俊

明

10
口
（
62
）

広

川

吉

朗

３
口
（
61
）

後

藤

英

樹

10
口
（
92
）

宮

岡

義

秀

３
口
（
64
）

田

村

暢

浩

10
口
（
68
）

飯

田

道

嗣

３
口
（
67
）

小

宮

孝

道

５
口
（
77
）

小

倉　
　
　

尚

10
口
（
65
）

津

金

富

一

10
口
（
71
）

長
谷
川

彰

人

５
口
（
08
）

島

野

和

明

100
口
（
75
）

鈴

木

啓

二

２
口
（
58
）

伊

藤

春

雄

10
口
（
74
）

中

原

一

六

30
口
（
64
）

髙

山

広

之

２
口
（
02
）

八

木　
　
　

孝

10
口
（
61
）

茂

木

雅

延

５
口
（
80
）

古

田

征

治

３
口
（
60
）

小
田
長

啓

太

２
口
（
22
）

桑

原

正

信

10
口
（
60
）

稲

葉

勝

夫

３
口
（
61
）

塚

本

幹

雄

20
口
（
73
）

髙

野　
　
　

稔

２
口
（
75
）

南

澤

和

夫

10
口
（
72
）

平

山

精

一

２
口
（
59
）

安

藤

敬

久

３
口
（
73
）

原　
　
　

孝

吉

３
口
（
72
）

川

井

重

義

５
口
（
67
）

安

原

宏

昌

２
口
（
24
）

渡

邉

瑞

江

10
口
（
02
）

古

富

久

義

３
口
（
62
）

兀

脇

順

吉

５
口
（
75
）

川

南

卓

也

１
口
（
17
）

村

田

紀

敏

10
口
（
66
）

利

田

洋

二

10
口
（
61
）

斎

藤

和

弘

10
口
（
59
）

関

谷

甲

夫

５
口
（
53
）

関

口

博

満

３
口
（
81
）

日
比
野

作

美

３
口
（
72
）

野

川

主

昭

３
口
（
75
）

角

田　
　
　

勇

２
口
（
64
）

和

栗

一

雄

３
口
（
55
）

恵

良

郁

文

５
口
（
67
）

花

澤

良

三

10
口
（
71
）

小

沢

暁

民

10
口
（
63
）

大

島　
　
　

弘

５
口
（
75
）

山

田　
　
　

渚

20
口
（
83
）

２
０
２
４
年
９
月
〜

（ ）
は
西
暦
卒
年

敬
称
略

ご
遺
族
の
方
か
ら
次
の
会
員
の
ご

逝
去
の
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
同

窓
会
発
展
の
た
め
に
、
ご
尽
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大

内

靖

司
（
61
）

市

川　
　
　

弘
（
60
）

青

井

日
出
男
（
63
）

小

鷹

久

夫
（
61
）

石

田

龍

太
（
63
）

西

口　
　
　

勝
（
64
）

溝

井　
　
　

進
（
70
）

𠮷

田

暉

彦
（
55
）

江

間

洋

介
（
55
）

※
石
田

龍
太
さ
ん
は
、
平
成
29
年

に
ご
逝
去
（
ご
家
族
よ
り
９
月
に

ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
　
　お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
訃
報
】

事務局からのお知らせ
皆さまよい新年をお迎えのこととお慶び申し上げ
ます。昨年は、温かいご寄付、同窓会活動へのご協
力等、大変お世話になりました。この会報をお届け
できましたのも、暮れのお忙しい時期に会報発送作
業のお手伝いをいただいた方々のご支援の賜物と心
より感謝申し上げます。本年もよろしくご協力のほ
どお願い申し上げます。

・８月23日（金）同窓会報発送作業
・９月21日（土）第２回代表・常任合同幹事会
・10月９日（水）教授会執行部との懇談会

・10月24日（木）インターンシップ実習報告会聴講
・11月16日（土）第３回代表・常任合同幹事会
・12月７日（土）忘年の集い
・12月14日（土）学生プレゼンテーション大会
・12月20日（金）同窓会報発送作業
・１月11日（土）浅草七福神巡り予定（2025年）

（事務局長　髙森　正雄）

最近の活動
【訂正】
92号「経済学部／教育・研究体制」のお名前に
間違いがありました。お詫びして訂正いたします。

友松　夕夏 ⇒ 友松　夕香先生

寄
付
に
ご
協
力
い
た
だ
き

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た




